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○
公
印
保
禰
に
関
す
る
事
務
、

Ｑ
仰
鰭
に
関
す
る
事
務
、
○
住

民
蚕
録
及
び
人
口
動
態
に
関
す

る
班
務
、
○
埋
火
葬
認
許
に
関

す
る
蛎
務
、
○
配
給
に
関
す
る

獅
務
、
○
禰
祇
明
に
関
す
る
邪

務
、
○
は
子
手
帳
交
付
及
び
死

産
届
出
に
関
す
る
事
務
、
○
牛

○
会
計
に
関
す
る
事
頂
、
○
決

疎
に
側
す
る
那
項

会
計
係
狸
石
戸
谷
由
雄

係
川
中
則
男
、
杉
山
我
光
、
和

馬
洋
子

る
亦
項

拠
長
白
川
糊
一

技
手
伊
藤
幸
造
、
土
岐
伊
久
雄

鈴
木
尊
司
、
迎
転
手
前
田
淵
伽
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今
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《
Ⅱ
側
祁
り

伊藤税務課長桑田厚生謀長

馬
薪
に
関
す
る
蛎
務
、
○
町
税

そ
の
他
納
入
に
関
す
る
亦
務
、

○
統
計
洲
代
に
関
す
る
聯
務
、

○
惟
膿
連
絡
伽
務

珊
瀬
文
所
隆
川
海
武
雄

係
樹
村
久
災
、
斎
藤
忠
英
、
使

丁
鴫
海
秀
雄

浮
旦
巾
文
所
長
三
汕
神
雄

係
沢
川
国
存
、
使
ｒ
災
略
伝
作

第
一
保
行
所
煙
燗
沢
小
一
郎

主
柾
保
は
沢
田
姉
子

保
雌
化
川
誠
子
、
川
叩
災
御

子
、
伽
川
千
代
、
山
村
川
子

使
丁
長
尼
か
し
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工藤企画室長角田産業課長

第
二
保
育
所
踵
成
川
満
蔵

主
任
保
杜
村
川
裕
子

保
杜
今
弘
子
、
尚
芥
岬
江
、

制
川
続
発
代
、
斎
膝
紺
代
、

使
丁
阿
部
ア
ゴ
リ

朔
三
保
行
所
瞠
叫
海
武
雄

（
支
所
踵
雑
務
）

主
任
保
母
坂
川
ト
ミ
エ

保
母
神
崎
み
や
、
葛
西
幸
子

八
丁
ヒ
サ

第
四
保
行
所
腱
今
幸
八
郎

主
任
保
母
対
蝿
玲
子

保
母
桑
川
倭
文
子
、
三
湘
州

子
、
〃
川
ル
リ
子
、
使
丁
桑

川
ミ
サ
オQ
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三浦喜良市支所長西沢第一保育所長白川建設課長

｜
誕
州
》
）
し
て
考
え
さ
せ
く
琢
一
催

》
屋

股
地
主
郡
今
由
吉

岡
山
中
正
瀧

同
中
谷
義
之

係
占
川
満
作
、
外
崎
忠
、
徳

川
む
つ
・

談
会
聯
務
川
艮
田
中
実

沸
記
松
坂
良
子

編
集
後
記

○
…
市
町
村
の
広
報
紙
は
『
そ

の
と
き
ど
き
の
ニ
ュ
ー
ス
を
提

供
す
る
よ
り
〃
考
え
る
″
〃
者

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

数
年
に
な
り
ま
す
。

○
：
．
〃
金
木
だ
よ
り
〃
も
、
そ

う
い
う
性
格
を
も
た
せ
た
い
、

と
考
え
て
編
集
し
て
き
ま
し
た

が
、
で
ぎ
あ
が
り
は
ど
う
も
パ

ッ
ト
し
ま
せ
ん
。

○
・
：
集
剛
餐
溺
鞭
業
と
、
国
有

林
の
解
放
閥
魎
を
今
回
と
り
あ

げ
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
、
町

の
発
腿
を
は
か
る
た
め
多
く
の

問
題
か
あ
る
の
で
す
。
。

Ｃ
：
・
金
木
だ
よ
り
は
、
皆
さ
ん

の
″
話
し
あ
い
の
場
″
に
と
考

え
、
『
町
民
の
商
一
や
『
み
ん

な
の
広
場
』
の
欄
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
し
ど
し
利
用
し
〃
老

え
さ
せ
る
〃
傾
向
を
も
っ
た
も
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鳴海第三保育所長

（嘉瀬支所長）
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第四保育所長成田第二保育所長
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